
二
〇
一
三
年
度
・
労
働
条
件
等
の

改
善
申
し
入
れ

一
）
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す

る
観
点
か
ら
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
た

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の
適
用
と
法

令
に
則
っ
た
次
世
代
育
成
支
援
策
を
講

ず
る
こ
と

二
）
年
次
休
暇
の
翌
年
繰
越
し
制
度
に

つ
い
て
は
、
国
内
法
令
に
は
な
い
「
監

督
者
の
同
意
条
項
」
に
よ
り
休
暇
の
繰

越
し
が
適
正
に
運
用
さ
れ
な
い
こ
と
に

鑑
み
、
各
軍
に
お
い
て
、
公
平
・
公
正

に
国
内
法
令
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
契
・

協
約
を
改
正
す
る
こ
と

三
）
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
基

づ
く
選
定
基
準
の
廃
止
を
含
め
、
生
活

水
準
を
維
持
し
つ
つ
希
望
者
全
員
の
六

五
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
が
図
れ
る
よ
う

契
・
協
約
を
改
正
す
る
こ
と

四
）
駐
労
雇
用
の
安
定
並
び
に
生
活
権

の
確
保
に
つ
い
て

①

Ｈ
Ｐ
Ｔ
制
度
、
直
接
雇
用
、
派
遣

労
働
を
乱
用
す
る
こ
と
な
く
、
改
正
労

働
契
約
法
等
に
基
づ
き
、
恒
常
的
な
業

務
に
就
く
者
に
つ
い
て
は
常
用
雇
用
と

す
る
こ
と

②

臨
時
的
業
務
に
つ
い
て
は
限
定
期

間
従
業
員
制
度
を
活
用
し
、
Ｈ
Ｐ
Ｔ
制

度
は
廃
止
す
る
こ
と

③

常
用
パ
ー
ト
従
業
員
で
フ
ル
タ
イ

ム
を
希
望
す
る
従
業
員
は
、
優
先
的
に

フ
ル
タ
イ
ム
に
転
換
す
る
こ
と

④

障
害
者
雇
用
促
進
法
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
障
が
い
者
の
雇
用
促
進
に
努
め

る
こ
と

五
）
労
務
管
理
体
制
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て

①

駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構

の
行
政
執
行
法
人
へ
の
移
行
に
あ
た
っ

て
は
、
防
衛
省
と
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
、
雇
用
主
責
任
を
果
た
せ
る
体
制

と
す
る
こ
と

②

人
事
措
置
に
関
す
る
意
見
不
一
致

事
項
の
不
備
等
、
不
利
益
の
大
き
い
諸

機
関
労
務
協
約
（
Ｉ
Ｈ
Ａ
）
を
基
本
労

務
契
約
（
Ｍ
Ｌ
Ｃ
）
に
準
じ
て
改
定
す

る
こ
と

③

制
裁
措
置
に
係
る
諸
手
続
き
の
間
、

従
業
員
を
一
時
的
に
就
労
さ
せ
な
い
場

合
は
、
必
ず
雇
用
主
防
衛
省
を
通
じ
た

人
事
措
置
を
執
る
も
の
と
し
、
「
休
業

手
当
身
分
」
を
濫
用
さ
せ
な
い
こ
と

六
）
祝
日
休
は
、
国
家
公
務
員
と
の
格

差
日
数
を
解
消
す
る
こ
と
。
ま
た
公
務

員
準
拠
の
観
点
か
ら
駐
労
に
お
い
て
も

所
定
労
働
時
間
の
短
縮
を
は
か
る
こ
と

七
）
傷
病
休
暇
は
、
国
家
公
務
員
の
傷

病
休
暇
・
休
職
制
度
の
運
用
実
態
を
考

慮
し
、
在
籍
期
間
を
三
年
間
に
延
長
す

る
と
と
も
に
、
無
給
期
間
中
の
賃
金
、

諸
手
当
の
八
十
％
を
一
年
間
支
給
す
る

制
度
を
新
設
す
る
こ
と

八
）
福
利
厚
生
や
安
全
衛
生
面
の
充
実

強
化
の
観
点
か
ら
、
駐
健
保
と
の
連
携

を
は
か
る
と
と
も
に
、
従
業
員
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
強
化
及
び
福
祉
の

向
上
に
努
め
る
こ
と

九
）

空
母
等
原
子
力
艦
船
の
配
備
及

び
寄
港
地
に
お
け
る
全
従
業
員
の
不
安

の
払
拭
と
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
と

と
も
に
、
艦
船
の
整
備
に
係
わ
る
作
業

及
び
消
防
の
消
火
活
動
等
緊
急
時
の
安

全
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と

十)

消
防
・
警
備
関
係
を
は
じ
め
と

す
る
駐
留
軍
労
働
者
の
殉
職
等
、
生
命

を
賭
し
て
職
務
を
遂
行
し
た
者
へ
の
補

償
制
度
を
新
設
す
る
こ
と

十
一
）
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害

防
止
等
に
つ
い
て

①

退
職
者
や
そ
の
家
族
に
、
労
災
補

償
制
度
等
を
周
知
す
る
事
業
を
引
き
続

き
推
進
・
拡
大
し
、
関
連
被
害
の
早
期

発
見
、
補
償
・
救
済
に
努
め
る
こ
と

②

健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
全
て
の

職
場
・
従
業
員
を
引
き
続
き
特
別
健
康

診
断
の
対
象
と
し
、
適
切
に
対
応
す
る

こ
と

十
二)

国
家
公
務
員
の
自
己
啓
発
休
業

制
度
に
準
じ
て
、
従
業
員
の
自
発
的
な

能
力
開
発
を
支
援
す
る
た
め
の
休
業
制

度
及
び
社
会
貢
献
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

休
暇
を
新
設
す
る
こ
と

十
三)

一
般
的
な
労
働
慣
行
と
な
っ
て

い
る
労
働
組
合
役
員
の
「
在
職
専
従
期

間
」
及
び
団
体
交
渉
に
参
加
す
る
者
の

「
休
暇
」
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員

に
準
じ
た
制
度
と
す
る
こ
と

全
駐
労
二
〇
一
三
年
度
・
労
働
条
件
要
求
事
項

中
央
本
部
は
二
〇
一
二
年
九
月
開
催
の
「
第
六
十
七
回
定
期
全
国
大
会
」

で
決
定
し
た
二
〇
一
三
年
度
運
動
方
針
を
踏
ま
え
、
本
年
度
の
労
働
条
件
等

の
改
善
要
求
を
決
定
し
た
。
多
く
は
懸
案
事
項
で
あ
り
諸
課
題
は
駐
留
軍
労

働
者
の
切
実
な
要
求
で
あ
る
事
か
ら
、
雇
用
主
の
責
任
に
お
い
て
早
期
に
解

決
を
は
か
る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
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み
な
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。

こ
の
た
び
、
十
二
月
一
日
付
で
さ

が
み
野
支
部
の
組
合
専
従
者
と
な
り

ま
し
た
武
石
和
幸
と
申
し
ま
す
。

私
の
前
職
は
県
内
を
中
心
に
展
開

す
る
『
そ
う
て
つ
ロ
ー
ゼ
ン
』
と
い

う
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
労
働
組
合
の
専
従
者
で
、

ま
た
専
従
者
と
な
る
前
に
は
店
舗
に
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
未
だ

不
慣
れ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副書記長

武石 和幸

新専従役員の紹介

第
四
六
回
衆
院
選
は
十
二
月

十
六
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、

自
民
党
が
圧
倒
的
勝
利
を
収
め

て
過
半
数
を
大
き
く
上
回
り
、

民
主
党
は
結
党
時
の
九
三
議
席

を
大
き
く
下
回
り
、
公
示
前
の

二
三
〇
議
席
の
四
分
の
一
以
下

の
五
七
議
席
と
な
っ
た
。

ま
た
小
選
挙
区
で
閣
僚
や
閣
僚

経
験
者
が
相
次
い
で
敗
れ
た
。

神
奈
川
県
下
の
小
選
挙
区
に

お
い
て
は
、
十
八
選
挙
区
の
う

ち
九
区
の
笠
浩
史
が
当
選
、
比

例
区
で
は
十
六
区
で
さ
が
み
野

支
部
が
推
薦
し
た
後
藤
祐
一
が
復
活

の
当
選
と
な
り
、
二
議
席
の
み
と
な
っ

た
。

と
く
に
支
部
の
重
点
候
補
と
し
て
推

薦
し
た
十
三
区
・
橘
秀
徳
、
十
四
区
・

本
村
賢
太
郎
、
山
梨
一
区
・
斉
藤
つ

よ
し
は
惨
敗
を
期
し
た
。

ま
た
、
全
駐
労
中
央
本
部
で
組
織

し
て
い
る
駐
労
議
連
の
メ
ン
バ
ー
か

ら
も
多
く
の
落
選
者
が
出
て
い
て
、

加
藤
公
一
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
神

奈
川
か
ら
の
田
中
慶
秋
、
池
田
元
久

ら
が
議
席
を
失
い
、
新
し
い
議
連
の

選
出
が
急
が
れ
る
。

謹
賀
新
年

（１） ２０１３年１月１１日 けやき 第１４４号 ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 支部 ０１２０－８０１－５７２ 相模分会 ０１２０－１３７－９３１

衆
議
院
選
挙
・
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

予想以上に民主党の惨敗

山内地方協力局長に文書を手交し、

課題の早期実現を求める照屋中央委員長
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◎

Ｄ
Ｏ
Ｌ
が
Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
編
入
さ

れ
た
後
の
状
況
と
Ｍ
Ｗ
Ｒ
へ
の
配

置
転
換
に
つ
い
て

◆
局

前
回
の
団
交
で
説
明
し
た

よ
う
に
、
本
年
十
月
に
第
二
段
階

の
総
務
・
事
務
系
統
の
移
行
が
行

わ
れ
た
。
従
業
員
の
勤
務
場
所
、

等
級
、
業
務
内
容
が
変
更
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
今
と
変
わ
ら
な
い

状
態
で
Ａ
Ｍ
Ｃ
へ
移
行
と
い
う
こ

と
と
な
っ
た
。

◇
組
合

陸
軍
が
従
業
員
に
説
明

し
た
資
料
を
さ
が
み
野
支
部
の
了

承
を
得
て
、
局
に
も
資
料
提
供
し

た
。
こ
の
中
身
を
見
る
と
ず
い
ぶ

ん
大
規
模
な
機
構
変
更
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
だ
十
月

か
ら
時
間
が
経
っ
て
い
な
い
の
で

具
体
的
な
不
利
益
事
例
の
報
告
は

な
い
。
成
田
便
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と

相
模
デ
ポ
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
門

の
件
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

◆
局

ま
ず
成
田
便
の
ド
ラ
イ
バ
ー

に
つ
い
て
は
、
十
月1

日
付
で
Ｄ

Ｏ
Ｌ
か
ら
基
地
管
理
本
部
へ
異
動

し
て
い
る
。
Ｍ
Ｗ
Ｒ
へ
異
動
す
る

ま
で
の
間
は
引
き
続
き
モ
ー
タ
ー

プ
ー
ル
で
勤
務
す
る
。
異
動
時
期

は
ま
だ
未
定
だ
が
、
異
動
が
決
ま

れ
ば
Ｍ
Ｌ
Ｃ
か
ら
Ｉ
Ｈ
Ａ
へ
の
異

動
（
諸
機
関
労
務
協
約
へ
の
転
任
）

に
な
る
。

つ
ぎ
に
相
模
デ
ポ
の
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
部
門
の
件
だ
が
、
こ
れ
は
成

田
便
ド
ラ
イ
バ
ー
の
異
動
の
後
に

な
る
と
の
事
な
の
で
時
期
は
さ
ら

に
先
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

◇
組
合

確
か
に
今
は
何
も
動
い

て
い
な
い
が
、
陸
軍
Ｍ
Ｌ
Ｃ
で
は

退
職
し
て
空
席
に
な
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
補
充
し
な
い
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
減
ら
し
て
い
る
動
き
が
あ
る
。

モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル
自
体
も
縮
小
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

が
あ
る
。
ま
た
成
田
便
ド
ラ
イ
バ
ー

が
運
転
す
る
車
の
種
類
は
ひ
と
つ

で
は
な
く
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
セ

ダ
ン
な
ど
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て

運
転
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
こ

れ
ら
が
全
部
Ｍ
Ｗ
Ｒ
に
な
る
と
い

う
こ
と
な
の
か
？

ま
た
ラ
ン
ド

リ
ー
の
話
は
人
数
の
確
定
も
さ
れ

て
い
な
い
が
、
当
該
職
場
に
と
っ

て
は
大
問
題
だ
。
な
ぜ
な
ら
Ｉ
Ｈ

Ａ
契
約
は
様
々
Ｍ
Ｌ
Ｃ
と
違
う
こ

と
が
あ
り
、
労
働
条
件
の
低
下
を

ま
ね
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

◆
局

局
の
認
識
と
し
て
は
、
特

別
協
定
締
結
以
来
、
日
米
間
の
約

束
で
人
員
整
理
は
出
さ
な
い
と
い

う
暗
黙
の
了
解
で
や
っ
て
き
た
経

緯
が
あ
る
。
実
際
人
員
整
理
の
件

数
は
ゼ
ロ
で
は
な
い
が
ご
く
わ
ず

か
だ
。
雇
用
の
安
定
を
優
先
す
る

と
い
う
大
前
提
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
そ
の
前
提
の
も
と
進
行

し
て
い
く
と
考
え
る
。
Ｍ
Ｌ
Ｃ
か

ら
Ｉ
Ｈ
Ａ
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
そ
の
よ
う
な
例

を
実
際
み
て
い
る
が
、
従
業
員
個

人
が
大
き
な
不
利
益
を
被
っ
た
と

い
う
認
識
は
な
い
た
め
、
局
と
し

て
は
反
対
と
い
う
立
場
を
と
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

◇
組
合

前
回
の
団
交
で
不
利
益

に
つ
い
て
は
具
体
的
に
指
摘
を
し

て
い
る
の
で
、
議
事
録
を
改
め
て

読
ん
で
欲
し
い
。
組
合
と
し
て
は

そ
ん
な
簡
単
な
話
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
Ｍ
Ｌ
Ｃ
と
Ｉ
Ｈ
Ａ
は
別

契
約
な
の
で
事
前
に
し
っ
か
り
対

象
者
へ
説
明
す
る
こ
と
と
、
本
人

が
納
得
し
て
異
動
す
る
こ
と
が
最

低
条
件
で
あ
る
。
ま
た
今
回
の
陸

軍
の
動
き
は
職
位
の
削
減
で
は
な

く
、
組
織
変
え
と
い
う
説
明
だ
が

改
編
の
ど
さ
く
さ
に
ま
ぎ
れ
て
実

際
の
人
減
ら
し
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
を
払
っ
て
欲
し
い
。
と
要

請
し
団
体
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

※
こ
の
記
事
は
さ
が
み
野
支
部

に
関
連
し
て
い
る
物
を
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。
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役職名 氏 名 職 場

組織・情宣部長 矢島 益二 ＤＰＷ相模

文体部長 大井 英樹 重車輌

福祉部長 矢沢 れい子 ＤＦＡＣ

青年・女性部長 呉屋 秀明 ＡＭＣ-Ｓ

執行委員 渋谷 博之 ﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙ

々 朝比奈 太郎 ﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙ

々 小坂 和人 ﾓｰﾀｰﾌﾟｰﾙ

々 小坂 康人 木工

々 長野 友和 環境課

々 佐々木 弥生 ＣＳ

々 澤田 周子 ＣＳ

々 富永 一夫 配管

々 伊藤 充彦 板金

々 山口 浩二 座間消防

々 大塚 一郎 座間消防

々 村松 豊文 飛行場消防

々 前原 正紀 シグナル

々 小澤 肇 建設部隊

執行委員 田中 優一 住宅部

々 奈良部 実 ＤＲＭ

々 三浦 幸治 ＳＨＡガード

々 大友 功一 ＳＨＡ消防

々 鈴木 隆 ＳＨＡｾﾙﾌﾍﾙﾌﾟ

々 岩井 裕紀 ＩＳＳＡ・相模

々 中村 考一 ＬＲＣ相模

々 渡邉 武士 ＤＰＷ相模

々 石橋 陽一 ＤＰＷ相模

々 東 圭 ＡＭＣ-Ｃ＆Ｐ

々 早川 千尋 ＤＰＷ相模

々 田加井 清美 ＤＰＷ相模

々 伊藤 敦 ＡＭＣ-Ｃ＆Ｐ

々 米盛 耕太郎 厚木

々 勝又 正一 ＣＰ富士

々 植松 浩一 ＣＰ富士

政治顧問 池田 徳晴 座間市議

特別執行委員 紺谷 智弘 中央本部

役職名 氏 名 職 場

執行委員長 塩脇 雅孝 ４４１MI

副執行委員長 小林 憲雄 住宅部

々 佐藤 泰成 ＤＰＷ相模

々 山田 修士 ＬＲＣ相模

書記長 （委員長・兼務）

副書記長 山本 一雄 ＡＭＣ-Ｃ

々 斉藤 崇司 ＤＬＡ・相模

々 武石 和幸 専従

会計監査 中西 義博 ＤＰＷ相模

々 杉山 守 ＤＰＷ

々 本田 恒幸 ＬＲＣ

々 金子 真也 ＬＲＣ・相模

二
〇
一
三
年
十
二
月
十
一
日

全
駐
労
さ
が
み
野
支
部

選
挙
管
理
委
員
会

年
間
ス
ト
ラ
イ
キ
権
確
立

全
駐
労
は
運
動
方
針
で
決
定
し
た

二
〇
一
三
年
度
の
主
要
闘
争
を
推
進

す
る
た
め
、
定
期
全
国
大
会
、
さ
ら

に
、
さ
が
み
野
支
部
定
期
大
会
に
お

い
て
ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
確
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
支
部
に
お
い

て
「
年
間
ス
ト
ラ
イ
キ
権
」
を
確
立

す
る
た
め
、
全
組
合
員
に
よ
る
直
接

無
記
名
投
票
を
十
一
月
二
六
日
（
月
）

か
ら
十
二
月
一
一
日
（
火
）
の
日
程

で
行
い
ま
し
た
。

十
二
月
一
一
日
、
開
票
立
会
人
の

も
と
で
開
票
し
た
結
果
、
「
年
間
ス

ト
ラ
イ
キ
権
」
は
確
立
し
ま
し
た
。

尚
、
集
計
結
果
は
次
の
通
り
で
し
た

の
で
報
告
い
た
し
ま
す

十
二
月
六
日
・

南
関
東
防
衛
局

団
交
実
施

ま
た
役
員
の
補
充
に
つ
い
て
は
、
十

二
月
十
一
日
に
締
切
ら
れ
以
下
の
通

り
確
定
し
ま
し
た
の
で
報
告
致
し
ま

す
。な

お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
に
つ
き

ま
し
て
は
、
第
一
回
支
部
委
員
会
で

正
式
に
決
定
と
な
り
ま
す
。

副
書
記
長

武
石

和
幸

会
計
監
査

金
子

真
也

執
行
委
員

澤
田

周
子

ストライキ権投票

配布総数 １，２８７票

回収数 １，１３６票

賛 成 １，１０５票

反 対 ２６票

白紙・無効 ５票

賛成率 ９７．３％

役
員
の
補
充
に
つ
い
て

４月 ５月 夏季 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 年末 １２月 １月 ２月 ３月

座間事務所 １０日 １３日 ４日 １１日 １０日 ９日 １１日 １０日 １２日 ３日 １０日 １４日 １２日 １１日

富士事務所 １０日 １０日 ４日 １０日 １０日 ９日 １０日 １０日 ８日 ４日 １０日 １０日 １０日 １０日

平成25年度（2013年度）給与支払日（神奈川県内統一）

支払日

事務所

昼食、飲み物等は各自ご持参下さい。

雨天時確認ダイヤル090－4622－0451

駐健保ウォーキング＆ハイキング

横浜瀬谷七福神めぐりウォーキング

御朱印を捺しながら歩きましょう！

実施日 ：1月20日（日）

集合場所：相鉄線瀬谷駅改札

出発時間：09：30

組織・情宣部
10年ぶりに組合ハンドブックを刷新し配布を致

しました。追記及び変更があった時に差し替え

等が出来ようにバインダーにしましたので、大

切に保存し活用して下さい。


